
ジオパーク通信

　7月 24日～ 27日に行われたユネスコ世界ジオパーク再認定審査では、審査員２名が、有珠山周辺の
火山遺構を始め、地下資源である温泉、洞爺湖西岸の火砕流台地、そこで収穫される野菜や果物などの
恵みを通し、この地域の「大地の物語」について視察しました。最終日の講評では、洞爺湖有珠山地域
の取り組みについて高い評価をいただきました。審査の結果は、ユネスコ再認定審議会で検討され、来
年１月ごろまでに結果が通知される予定です。

　洞爺湖周辺の実り豊かな大地をもっと宣伝したい！という思いから生まれた洞爺湖町オリジナルエコ
バック「大地のポケット」に、新たに 3つの図柄が加わりました。平成２８年度の国の地方創生加速化
交付金事業の採択を受けて実現したもので、山陰海岸ジオパークである兵庫県豊岡市の鞄専門店で作ら
れたバックです。
　このオリジナルエコバック（３種類のいずれか１枚）を平成 29年 12月まで、毎月抽選で６人の方に
プレゼントします。ぜひ、このバックを持ち歩いて「世界ジオパークの町」の宣伝役になってください！ 
ご希望の方は、はがきかファクス、もしくはＥメールで、下記内容をご記入のうえご応募ください。
　９月分の締切は９月 29日の消印まで有効です。当選は発送をもってかえさせていただきます。
※過去に当選された方は対象となりませんのでご留意ください。

ユネスコ世界ジオパークの再審査
が行われました②

１．応募者の名前　　　　２．連絡先電話番号
３．届け先の住所（洞爺湖町内に限ります）
４．ジオクイズの答え（①～③の中から選んでください）

バックの図柄は絵本『11万年のうえの
１日』から「小幌海岸」「リンゴ畑」「洞
爺湖温泉」の 3種類。
※図柄の指定はできません。

8月号のジオクイズの答えは
②「山陰海岸ジオパーク」でした！

　洞爺湖周辺の実り豊かな大地をもっと宣伝したい！という思いから生まれた洞爺湖町オリジナルエコ
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「素晴らしい地質的見どころのあるこのジオパー
クが、４市町と北海道、住民の皆さんから強い
支援で成り立っていることを実感しました。」

Zhang Jianping
ザン・ジャンピン先生

「『変動する大地との共生』の長い歴史をもち、
各案内施設でも内容が充実していました。特に
減災・人材育成面では素晴らしい実例です。」

Kirstin Lemon
カースティン・レモン先生

＜ジオクイズ＞
世界ジオパークの再認定審査を行う国際機関の略称は、
下記のどれでしょうか？
①　ユネスコ　　② ユニセフ　　③ イコモス

※ジオパーク通信内にヒントがあります。
～ 応募先 ～　〒 049-5692
洞爺湖町栄町 58番地　洞爺湖町役場ジオパーク推進課
※ファクスは　Fax 76-4727 まで　
※Ｅメールは　info@toya-usu-geopark.org　まで


